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ああららまましし  本研究では，中国語を母語とする日本語学習者による促音の調音タイミングを，超音波データをもと

に舌尖の動作に着目して母語話者と比較し，検討した．分析対象とした 1 名の学習者による発話では，舌尖が上昇

し始めてから最高点に達するまでの時間が母語話者よりも短いものの，先行する母音の発話が終わらないうちに子

音の動作が開始しているという点においては母語話者との共通点がみられた．しかし，母語話者では舌尖上昇の際

に舌全体がほぼ同時に持ち上がっているのに対し，学習者では舌尖がまず上昇し，追って舌端が上昇していた．今

後の分析では，より詳細な音響分析および舌尖以外の調音器官の動作にも着目した分析を進める必要がある． 
キキーーワワーードド  促音，超音波，中国語母語話者，日本語学習，L2，調音タイミング 
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Abstract   In this ultrasound study, we compared the gestures and their relative timings for Japanese geminate obstruents 
produced by a native Chinese speaker and a native Japanese speaker, with special focus on the tongue tip (TT) rising gesture. 
The duration of TT gesture was shorter in the learner’s speech compared to the native speaker. However, for both speakers, the 
onset of TT rising gesture overlapped with the production of the preceding vowel. We also observed that while TT gesture of the 
native speaker is accompanied with simultaneous tongue blade (TB) rising gesture, the two gestures occur in sequence for the 
learner. Taken together, the results suggest the need for further acoustic analyses as well as articulatory analyses beyond TT 
gesture, including other relevant articulatory gestures. 
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1. ははじじめめにに  
日本語における子音の長短対立の知覚と産出は，学

習者にとって困難であることが指摘されている [1]．学
習者による促音の産出に関する先行研究には音響的な

対立の実現に関するものが多々挙げられるが [1, 2]，調
音動作そのもののタイミングに関するものは多くない．

しかし，学習者による促音の発話ストラテジーによっ

ては，音響的な子音の持続時間による対立が見受けら

れたとしても，母語話者にはリズムが不適切に聞こえ

たり [1]，その他の音響的特徴によりやや不自然に聞こ
えたりすることが報告されている．たとえば [3]では，
母語話者の発話では促音に先行する母音の出わたりに

みられるフォルマント遷移が学習者ではみられないケ

ースについて指摘している．そのような場合，「かった」

のように促音を含む語が「か」「た」のような独立して
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発話された 2 つの音´のように聞こえることがある．  
母語話者による母音から子音にかけてのÀのÏ動

のタイミングがj 1�� のようになっているとMwする
ならば，学習者によるフォルマント遷移がOわない発

話では，ÀのÏ動のÕrのタイミングが母語話者より

もÎいb¾�があるÜj 1��Ý．#た，そのような場合
には母音が¶わるªZもしくは¶わったの�に子音の

�Uをµ�くÍ&るた&に，ÀのF�Ï動Õrから動

作のv�#での時間が短くなることがI�される．あ

るいは，母音�{においてÀではなくn}の�作によ

って�音の^間を実現するというb¾�もºえられ，

その場合にはÀのF�動作の持続時間はフォルマント

遷移のみられる発話Üj 1��Ýとd�であっても，動
作のタイミングが¦なるb¾�がある �j 1���．  

 

 
j 1� ÀのF�タイミングのイ?ージj  

 
本研究ではHk語を母語とする日本語学習者によ

る促音の発話について，調音動作とそのタイミングに

¬©し調�した．特にÔÒ音の促音におけるÀzの調

音動作と音響的な持続時間やタイミングとの関Rにつ

いてIU的なX�の·�を報告する．  
 

�. ��66  
�.1. 参参加加者者  
本実Ûには日本語母語話者およ"Hk語母語話者

がそれ�れ 1	 e�つ_\したが，本±ではそのう�
のHk語母語話者 1 eÜ���	3Ýについて報告する．
#た，�Ì対Êとして日本語Ü��語Ýの母語話者 1
eÜ���	3Ýについても報告するÜい�れも 2	Lq�Ý．
Hk語母語話者については，母語がHk語Ü��語，

��«出ËÝの日本語学習者で，実Û時において日本

語学習�が合Ä � ~あり，そのう�の 2 ~ � D�間は
日本に|PしていたÜ日本語¾[ÅÛ �2 `��Ý．  
本研究はF�p学「Jを対Êとする研究」に関する

T¤shNの�Çを�て実�された．実Û時の0ンケ

ートに½覚や構音に¦常があると答えた話者はいなか

った．  

�.�. 実実験験環環境境  
実Ûは防音室にて実�した．実Û_\者にはヘッド

ギ0を装¬してもらい，超音波診断装置Ü�3-:%;, �($�
1�Ýに接続したプローブÜ��1	��"1	#�3Ýを下顎の下
からF方に向かって押し当てるように固wし，矢状面

のÀのÏ動を記録した．�られた超音波画像のフレー

ムレートは 113��09; であった．  
#た，_\者のZ方 
� 度の角度で約 3	-6 の距離に

おいて，オーディオインターフェイスÜ �8-=;:3</, 
#-+:5/<< #858 27. �/7Ýを介して !� に接続したマイク
ロフォンÜ"8./, �$2��Ýを用いて音nを収録し，超音
波画像とdじ !� Fに保存した．  

�.�. 実実験験方方法法  
本実ÛではZ後の母音を �+�とする子音 �<, 4, ;, G�につ

いて，それ�れの促音と非促音を含む実在語を 1	 回
�つ発話してもらった．各語は擬似ランダム的な順に

ひらがなでモニターに提示され，_\者には本Jにと

って自然な速度で「これは� といい#す」という文に

入れて読みFげてもらった．本±では「はたÜJeの

畑Ý」およ"「はったÜ這ったÝ」のみについて報告す

る．  
なお，本実Ûは 2 つのセクションからなり，1 つの

セクションは0クセントが頭高型の語のみを含み，も

う 1 つのセクションは{高型もしくは平板型の語を含
んでいた．ど�らのセクションを先に実�するかは_

\者によって¦なっており，本±にて報告する話者に

ついてはHk語母語話者は頭高型セクションを先に，

日本語母語話者は頭高型セクションを後に実�してい

る．#た，実ÛをÕrするZに語の意味と読み方，既

知かどうかを確Çした．  

�.�. 分分析析方方法法  
#�，音nファイルをもとに，!:++<[
]を用いてX�

対Êとなるターゲット語 �2+<+�およ" �2+<H+�，そのHの
子音 �<�ないし �<ː�Ü以下 �Ý，そしてその先行母音 �+�Ü以
下 &1Ýの音響的なÕr，¶了およ"H間点を特wした．
それらの情報をもとに，表 1 に示したそれ�れの時点
でのÀの輪郭を �+<5+, Fで �/<�87<8=:;[�]を用いて©
視でトレースし，平滑化処¤を�したの�に抽出した．

#た，調音動作において鍵となるタイミングのフレー

ムの位置ÜタイムスタンプÝを抽出したÜ表 1Ý．
$$�/;< 7; は母音発話時の安wした状態からÀz
Ü$871=/ $39ÝがFがりr&たフレームとし，$$�+@ お
よ" $��+@ はそれ�れÀz，À端Ü$871=/ �5+./Ýの
F�動作が止#ったフレームとした．それ�れのフレ

ームのタイミングのイ?ージをj 2 に示す．  
なお，超音波画像と音nのd期ができなかった発話

についてはX�対Êから外した．本±では，���	3 で
は 1� 回Xの発話Ü非促音・促音 � 回�つÝ，���	3 で
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は 1� 回Xの発話Ü非促音 1	 回，促音 � 回ÝがX�対
Êとなっている．  

 
表 1� Àの輪郭を抽出したフレーム  

フレーム  ³x  
&163. 促音の先行母音の音響的なH間点  
�87; 促音の音響的なÕr点  
�63. 促音の音響的なH間点  
$$�/;< 7; 超音波画像FでÀzがF�しr&た

フレーム  
$$�+@ 超音波画像FでÀzがy高点にÂし

たフレーム  
$$�/;<�	 超音波画像Fで，$$�/;< 7; と $$�+@

とのH間のフレーム  
$��+@ 超音波画像Fで，À端がy高点にÂす

るフレーム  
 

 
j 2� Àの輪郭を抽出したフレームのタイミングの

イ?ージj  
 

�. ,,##��..��  
�.1. ������  ��������  

�2+<+�およ" �2+<H+�における語の持続時間，� およ"
&1 の持続時間を表 2 に示す．  

 
表 2� 音響的な持続時間Ü6;, n`>は ;.Ý  

話者  子音  '8:. &1 � 
���	3 非促音  

�7��� 
�1���� 
�1���2� 

�	�13 
�12�	2� 

1
2�
2 
�1����� 

 促音  
�7��� 

�	��2� 
�3��2�� 

�3��� 
������ 

2	2�
	 
�2����� 

���	3 非促音  
�7�1	� 

23��1	 
�2��
1� 


���� 
���23� 

�	��2 
���33� 

 促音  
�7��� 

2���	2 
�2��3�� 

�2�33 
�1	��3� 

12��3� 
����
� 

 
#�，-回X�対Êとしている話者は話速がpきく

¦なっており，母語話者の方が話速が速いた&表 2 の
=ての指�において 対的な持続時間が短い．しかし，

それ�れの話者による子音長の対立に¬©してみると，

�度の[はあるがい�れの話者も子音の音響的な持続

時間は非促音と�	て促音の方が長くなっている．母

語話者では促音は非促音の 2�13 7長く，学習者では

1�
2 7長くなっている．  
#た，日本語の促音の特徴として促音の先行母音の

持続時間が非促音と�	て長くなることが挙げられて

おり，-回も母語話者では促音の先行母音が非促音の

1�2� 7となっている．'方，そのような:向は学習者
ではみられ�Ü	��3 7Ý，この点に関しては母語の]�
が¸こっているb¾�がある．  

�.�. ����!!��������!!��������  
Àzの動きr&Ü$$�/;< 7;Ýからy高点Ü$$�+@Ý

#での時間長を表 3 に示す．語の長さに対するÀzの
F�Ï動の時間を�	ると，母語話者よりも学習者の

方がÀzの動作にかかる時間が短いことがわかるÜ語

の持続時間の 1��Ý．これはj 1�� の�ターンと合£
する:向であるが，実ÎにÀzの動作Õrが母語話者

と�	てÎくなっているかどうかについては，音響的

な子音^間のÕr時点とÀzの動作Õr時点の関Rを

みるe©がある．  
 

表 3� ÀzのF�Ï動の持続時間  
Ü6;, n`>は ;.Ý  

話者  子音  $$�/;< 7;B 
$$�+@ 

語の持続時間

との�  
���	3 非促音   

�7��� 
���22  
�1��2�� 

	�1� 

 促音   
�7��� 

���1�  
�13��
� 

	�1
 

���	3 非促音   
�7�1	� 

�2�2�  
�1���3� 

	�31 

 促音   
�7��� 

����	  
�2
��
� 

	�3
 

 
#た，母語話者では促音の方が非促音と�	てÀz

の動作時間が長くなる:向にあるが，学習者ではその

ような:向はみられない．  

�.�. ����!!����������������  		������������
!!$$""%%&&## 

表 
 はÀzの動作Õr時点Ü$$�/;< 7;Ýから音響
的な子音^間のÕr時点Ü�87;Ý#での時間を示して
いる．#�，い�れも�の8をとっていることから，

母語話者においても学習者においても母音の発話¿H

Ü音響的な子音^間のÕrZÝにÀzのF�Ï動がr

#っていることがわかる．#た， 対的な時間長は学

習者の方が長いものの，語の持続時間との�をみると

母語話者の方が音響的な子音^間Zの�い�ÌからÀ

のF�Ï動をr&ている．'方で，母音の持続時間と

の�でみると，学習者の方が母音の持続時間が短いた

&，母語話者も学習者も母音^間>にD&るÀzのF

�Ï動時間のA合にはさ
どpきな[はない．したが

って，現時点ではい�れの話者の発話もj 1�� の�タ
ーンとある�度合£しているといえる．  
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母音の発話とÀzのF�Ï動がÅなって行われて

いるこの^間にフォルマント遷移がみられることがI

�されるが，い�れの話者においてもある�度はその

ような^間が存在することが確Çされたた&，本±の

X�対Êとなっている学習者の発話はZなくともj 1�
� のような�ターンではないとºえられる．  
促音の知覚において，そのような^間の 対的な時

間Ü4 �	6; などÝや母音の持続時間のHにD&るA
合Ü4 �	�などÝがÅ©なのか，あるいは話速に対し
て'wの長さがe©なのかは-後~®していくe©が

ある．#た，母音の発話¿HにÀが動きr&ているこ

とによって実Îにフォルマント遷移が作られているか

どうかも，-後音響X�によって~®するe©がある． 
 
表 
� ÀzのF�動作Õrから音響的な子音Õr#で

の時間Ü6;, n`>は ;.Ý  
話者  子音  $$�/;< 7; 

B�87; 
語の持

続時間

との�  

&1 持続
時間と

の�  
���	3 非促音   

�7��� 
���
2  
�1��3
� 

	�1� 	��
 

 促音   
�7��� 

���3�  
�11�1�� 

	�13 	��
 

���	3 非促音   
�7�1	� 

�	��2  
�11�3
� 

	�2� 1�22 

 促音   
�7��� 

�	��2  
�1����� 

	�21 	��� 

�.�. ������!!������$$""%%&&## 
j 3 とj 
 はそれ�れ学習者と母語話者によるÀの

F�Ï動の¼»を示している．ÀzのF�Ï動のÕr

時Ü$$�/;< 7;Ý，¶了時Ü$$�+@Ý，そしてそれらの時
間的なH間点Ü$$�/;<�	ÝでのÀの輪郭がqかれてい
るが，動作のH間時点におけるÀzの位置をみると，

母語話者ではF�動作の �	�かそれ以FをÂ�してい
るのに対し，学習者では �	�以下となっていることが
«Yされる．このことから，母語話者と学習者ではÀ

zのF�動作の\速の/方にÃいがあるb¾�が示I

される．  
'方で，Àzのy高点において，母語話者ではÀ=

3がF�しているのに対し学習者ではÀzのみがF�

していることが«Yされる．ここで，学習者はÀ端や

À3のF�をOわないÀzのF�のみによって子音の

��を作り出しているのかという�Jがう#れるが，

À端のy高点を含&たj � をみるとそうではないこと
がわかる．j � とj � はそれ�れ学習者と母語話者に
よるÀzのF�Ï動のÕr時Ü$$�/;< 7;Ý，¶了時
Ü$$�+@Ý，そしてÀ端のF�Ï動の¶了時Ü$��+@Ý
のÀの輪郭を示しているが，j � の $$�+@ と $��+@
を�	ると，学習者による子音の調音にはÀ端のF�

Ï動も_\していることがうかがえる．すなわ�，学  

 
j 3� 学習者による「はった」におけるÀÏ動  
ÜÀzのF�Õr，Àzのy高点，そのH間点Ý  

 
j 
� 母語話者による「はった」におけるÀÏ動  
ÜÀzのF�Õr，Àzのy高点，そのH間点Ý  

 
j �� 学習者による「はった」におけるÀÏ動  

ÜÀzのF�Õr，Àzのy高点，À端のy高点Ý  

 
j �� 母語話者による「はった」におけるÀÏ動  
ÜÀzのF�Õr，Àzのy高点，À端のy高点Ý  
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習者ではÀzのF�とÀ端のF�という@6の動作が

¦なるタイミングで¸こっているとºえられる．  
したがって，学習者においてはe�しもÀzのF�

Ï動の¶了をもって子音の調音動作のv�とは­え�，

À端のF�Ï動もºiするe©がある．  
そこで，音響的な子音^間のÕrからÀzのy高点

#での時間Ü�87;B$$�+@Ý，そして子音^間Õrから
À端のy高点#での時間Ü�87;B$��+@Ýを表 � に示
す．学習者がÀzではなくÀ端により子音のÔÒ^間

を作っていた場合，�87;B$$�+@ はµの8をとること
がI�されるが，実Îには子音^間のÕrから 1	6;�
度ÎれてÀzのy高点が¸こっていることがわかる．

したがって，K頭において@の動作ÜnÈÔÒやn}

o動の9止などÝが¸こっていないÊりは，学習者に

おいてもÀzのF�動作によって子音^間が実現され

ているとºえられる．À端のy高点は子音^間のÕr

後 ��B�	6; �度Îれて¸こっており，学習者において
は#�ÀzのF�，¾ÍしてÀ端のF�が行われてい

ることがわかる．#た，ÀzのF�¶了のタイミング

は非促音と促音とでSわらないが，À端F�の¶了の

タイミングは促音の方が非促音よりも 2	6; 
どÎく
なっている．  
'方，母語話者の発話では，非促音においてはÜ子

音^間のÕrに対するÝÀzF�の¶了とÀ端F�の

¶了のタイミングが
�dじであるが，促音ではÀ端

F�の¶了の方がÀzF�の¶了よりも 1�6; 
どÎ
くなっている．#た，非促音と促音を�	ると，Àz

およ"À端のF�¶了#でにかかる時間が 2B3 7長く
なっており，より�るやかな動作になっていることが

示Iされる．  
 
表 �� 音響的な子音ÕrからÀzおよ"À端のy高点

#での持続時間  
Ü6;, n`>は ;., 「�」は語の持続時間との�Ý  
話者  子音  �87;B 

$$�+@ 
�  �87;B 

$��+@ 
�  

���	3 非促音  
�7��� 

���� 
�2��
� 

	�	2 ����� 
�12�2�� 

	�13 

 促音  
�7��� 

���� 
������ 

	�	2 �	�11 
���3�� 

	�1� 

���	3 非促音  
�7�1	� 

11�
�  
�1��	1� 

	�	� 12�3
 
���1�� 

	�	� 

 促音  
�7��� 

3��1�  
�1����� 

	�13 �3��� 
�11�1�� 

	�1� 

 

�. ������にに  
本±では，Hk語を母語とする日本語学習者 1 eお

よ"日本語母語話者 1 eによるÔÒ子音の促音の発話
における調音動作を，*にÀzのF�Ï動に関して�

Ìした．  

#�，3�2 ´ではÀzのF�Ï動の持続時間が学習
者では母語話者よりも短いことが示された．3�3 ´で
は，先行研究 [3]を調音データから¨�けるかた�で母
語話者において促音の先行母音の発話¿HにÀが動き

r&ていることが確Çされたが，'方で学習者におい

ても母音の発話¿HにÀzが動きr&ていることが«

Yされた．この点においてはX�対Êの学習者は母語

話者とÖ似した調音動作およ"タイミングを用いてい

るb¾�Üそしてそれによって促音の先行母音�{の

フォルマント遷移が実現されているb¾�Ýが示Iさ

れた．  
しかし，3�
 ´の·�をうけて，学習者のÀzF�Õ

rのタイミングには母語話者と�ÌしてxらかなÃい

がなかったとしても，ÀzF�動作とÀ端F�動作の

�ーディ�ーションのÃいにより音響的な特徴が¦な

っているb¾�が�Fした．  
学習者の発話におけるフォルマント遷移のz�や

��については，-後より±�な音響X�がcたれる．

#た，À端やÀ3の動作タイミングが母語話者と¦な

ることによりフォルマント遷移の��にÃいが出るb

¾�も含&，-後はÀz以外の調音LWの動作もºi

してX�をÍ&るe©がある．  
さらに，本±で報告した特徴が ���	3 6Jのものな

のか，それとも多くの学習者にみられるものなのか，

母語の]�がなんらかのかた�で¸こっているのか，

学習者の習�度とも関Rがあるものなのか�は-後X

�対Êの話者をRやして~®していくe©がある．  
 

�. 1122  
本研究は �#!# �研· �!22�	13�1 およ"F�p学Å

点ÓQ研究のB�を受けた．  
�
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